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Figure　3　教師の指導　カテゴリー別の発生頻度
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総合考察
　遊びを中心とした幼稚園の生活から，教科を中心とした時間的区切りのある小学校の生活へ
の移行にあたって，特に問題なく過ごせたという者がいる一方，多くの者が戸惑いや不安を家
庭で親と話していることがわかった。日本の幼稚園では，概して，子どもたちが遊びを通して
主体的に学び，それぞれの活動の展開に沿った時間の設定が重視されている。教師は子ども自
身の主体的な活動を促し，子ども1人1人の行動と予想に基づく計画的な環境の構成をおこなう
ことが求められる。幼稚園の教師は遊びの中で“子どもを見守り”，“より添い”ながら子ど
もの発達を見取っていく。こうした幼児教育及び教師の役割の性質は，小学校の教科を主とし
た時間割や休み時間の遊び，教師による明確な授業計画と教材の精選，指導性と大きく様相が
異なっている。
　そのため，教師の存在が重要であることがうかがえる。本研究の分析結果から，教師の指導
において，学習面での指導，授業というスタイルに関わる指導などが中心を占めていたようで
ある。同時に，授業というスタイルの中での子どもに対する教師の関わりは幼稚園の時の個と
の密接なやりとりとは異なっている。注意を促された時，子どもは怒られた，怖いという印象
を持っ可能性がある事が一部の母親のコメントから推測される。
　また，全体的に子ども同士の友だち関係に関するコメントが多く見られていることから，小
学校入学とともに変化する学習や生活面とともに，子ども同士の関係性が大きな影響を持って
いることが推測された。教師も指導の中で子ども同士の関係性に注意を払っていく必要がある
だろう。
　本研究では，幼稚園と小学校ではその生活・教育文化が大きく異なっており，親・子どもの
戸惑いがどういった事項にみられるのかを探索的に検討した。これらの結果は，母親に対する
質問紙調査からえられたものである。すなわち，母親から捉えた子どもの様子であり，親自身
の不安感が大きく反映されているであろう。そのため，今後母親だけでなく，教師側の観点・
子ども自身の観点を含めっっ，長期的な適応の課程を検討することが重要な課題であると考え
られる。また，幼稚園側が小学校の教育，小学校への移行をどのように考え，保育実践をおこ
なっているのかを検討し，幼稚園・小学校双方の教育文化の類似点・相違点を明らかにするこ
とも必要だろう。
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